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拙
論
は
扇
面
を
題
材
と
し
た
作
品
制
作
論
で
あ
る
。
は
じ
め
に
扇
面
の
概
要

を
示
し
て
お
こ
う
。
扇
面
は
本
来
、
面
を
覆
う
、
ま
た
は
あ
お
い
で
風
を
送
る

た
め
の
実
用
品
で
あ
る
が
、
開
閉
で
き
る
も
の
と
で
き
な
い
も
の
で
区
別
さ
れ

る
。
開
閉
式
の
も
の
を
扇
面
、
摺し
ょ
う

扇せ
ん

、
撒さ
ん

扇せ
ん

、
便
面
な
ど
と
い
い
、
日
本
で

は
扇お
う
ぎや

扇
子
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
平
安
時
代
末
頃
と
推
定
さ
れ
る
「
扇
面
法
華

経
冊
子
」
は
下
絵
を
施
し
た
扇
面
料
紙
に
「
法
華
経
」
が
書
写
さ
れ
た
も
の
で
、

扇
面
に
書
画
が
書
か
れ
た
遺
例
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
扇
面
の
起
源
は
日
本
に

あ
り
、
そ
の
後
、
朝
鮮
半
島
を
経
由
し
、
宋
代
の
頃
、
中
国
へ
と
伝
わ
っ
た
。

　

一
方
、
開
閉
式
で
は
な
い
も
の
を
団だ
ん

扇せ
ん

、
紈が
ん

扇せ
ん

と
い
い
、
日
本
で
は
団う
ち
わ扇
と

呼
ん
で
い
る
。
こ
ち
ら
は
中
国
で
古
く
か
ら
使
用
さ
れ
、
後
漢
の
『
説
文
解

字
』
や
揚
雄
『
方
言
』
に
記
載
が
見
え
る
。
円
形
の
骨
に
薄
絹
や
紙
を
表
と
裏

か
ら
貼
り
合
わ
せ
た
も
の
で
、
放
射
状
に
広
が
る
骨
が
あ
る
日
本
の
団
扇
と
作

り
が
異
な
っ
て
い
る
。
円
形
の
他
、
方
扇
、
六
角
扇
な
ど
、
形
の
種
類
が
多
い

の
も
特
徴
で
あ
る
。
中
国
で
は
東
普
の
王
羲
之
が
竹
扇
に
文
字
を
書
い
た
逸
話（
１
）

が
あ
る
。
扇
に
文
字
を
書
い
た
最
古
の
例
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
扇
子
が

中
国
に
伝
わ
る
以
前
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
実
際
に
書
写
し
た
の
は
団
扇
で
あ
っ

た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

　

扇
子
は
宋
代
に
中
国
に
伝
わ
っ
た
後
、
明
代
中
期
頃
に
な
る
と
盛
ん
に
書
が

揮
毫
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
形
式
は
文
人
達
の
間
で
好
ま
れ
て
定
着
し
、

以
後
、
様
々
な
表
現
が
展
開
さ
れ
て
い
く
。
こ
れ
は
明
末
清
初
の
長
条
幅
と
と

も
に
、
書
の
形
式
に
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
せ
た
。
紙
面
の
大
き
さ
と
そ
れ
に

伴
う
表
現
の
広
が
り
と
い
う
点
か
ら
見
れ
ば
長
条
幅
に
劣
る
の
は
否
め
な
い
。

し
か
し
、
小
さ
な
紙
面
だ
か
ら
こ
そ
表
現
で
き
る
雅
趣
と
そ
れ
ま
で
大
多
数
を

占
め
て
い
た
方
形
と
は
異
な
る
紙
面
の
面
白
さ
は
扇
面
特
有
の
も
の
で
あ
る
。

　

続
い
て
、
扇
面
の
書
式
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
扇
面
の
形
状
は
大

き
な
円
の
一
部
の
よ
う
に
な
る
た
め
、
上
部
は
広
く
、
下
部
が
狭
い
紙
面
と
な

る
。
ま
た
、
扇
子
に
は
放
射
状
の
骨
が
あ
り
、
そ
の
数
は
少
な
い
も
の
で
九
本
、

多
い
も
の
で
四
十
本
と
多
様
で
あ
る
。
多
字
数
を
書
く
場
合
は
骨
と
骨
の
間
を

懐
袖
雅
物
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行
に
見
立
て
る
こ
と
が
多
く
、
文
字
数
に
応
じ
て
骨
の
数
も
考
慮
す
る
必
要
が

あ
る
。

　

扇
面
の
書
式
は
二
〜
四
文
字
の
少
字
数
と
漢
詩
な
ど
の
多
字
数
に
分
け
ら
れ

る
。
少
字
数
の
場
合
は
右
か
ら
左
へ
一
字
ず
つ
配
置
し
、
最
後
に
長
文
の
落
款

を
書
き
添
え
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
場
合
、
骨
を
行
に
見
立
て
る
必
要
は
な
い

た
め
、
骨
を
ま
た
い
で
文
字
を
書
く
こ
と
に
な
る
。
時
に
筆
先
が
骨
に
あ
た
っ

て
生
じ
る
節
筆
が
、
独
特
な
視
覚
的
効
果
を
演
出
す
る
。
一
方
、
多
字
数
の
場

合
は
上
部
の
文
字
は
や
や
大
き
く
、
下
部
の
文
字
は
や
や
小
さ
め
に
書
く
。
そ

し
て
文
字
は
全
体
的
に
上
部
に
配
置
し
、
下
部
を
空
け
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ

る
。
ま
た
、
例
え
ば
七
言
詩
で
あ
れ
ば
、
一
、
三
、
五
行
目
は
四
字
、
二
、
四
、

六
行
目
は
三
字
と
い
っ
た
具
合
に
、
奇
数
行
と
偶
数
行
で
そ
れ
ぞ
れ
決
ま
っ
た

字
数
を
書
く
の
が
通
例
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
下
端
の
文
字
が
混
み
合
う
と
い

う
構
成
上
の
欠
点
を
補
い
、
紙
面
全
体
の
調
和
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

以
上
の
書
式
に
留
意
し
、
唐
代
の
詩
人
、
高
適
の
七
言
絶
句
「
除
夜
作
」
を

楷
書
で
扇
面
形
に
制
作
し
た
。
扇
面
形
は
扇
面
の
形
に
整
え
た
紙
の
こ
と
で
、

骨
が
無
い
分
書
き
易
い
が
、
行
と
な
る
目
印
も
無
い
。
ま
ず
鉛
筆
で
割
付
を
行

っ
た
。
使
用
し
た
紙
面
の
横
幅
は
上
端
が
五
十
四
㎝
、
下
端
が
二
十
四
㎝
で
あ

る
。
最
初
の
余
白
を
一
行
目
、
最
後
の
落
款
を
十
行
目
と
仮
定
し
、
こ
れ
を
均

等
に
割
り
付
け
て
何
枚
か
書
い
て
み
た
。
書
き
終
え
て
割
付
の
線
を
消
す
と
、

前
半
と
後
半
部
分
の
行
の
傾
斜
が
強
く
感
じ
ら
れ
、
ど
う
も
落
ち
着
か
な
か
っ

た
。
そ
こ
で
、
一
〜
四
行
目
と
七
〜
十
行
目
の
角
度
を
や
や
立
て
る
よ
う
調
整

す
る
こ
と
に
し
た
。
具
体
的
に
は
、
五
、
六
行
目
の
間
を
紙
面
の
中
心
に
据
え

て
、
一
、
十
行
目
の
み
上
端
五
㎝
、
下
端
〇
㎝
に
設
定
し
、
そ
の
他
の
行
は
上

端
五
・
五
㎝
、
下
端
三
㎝
に
設
定
し
た
。
前
後
半
の
行
の
角
度
を
立
て
た
た
め
、

最
初
の
割
り
付
け
に
比
べ
て
右
か
ら
左
へ
の
視
点
の
移
動
が
自
然
に
な
っ
た
と

感
じ
ら
れ
た
。
こ
の
微
調
整
は
骨
の
有
る
扇
面
で
は
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　

以
上
の
割
付
に
従
い
、
各
行
を
四
字
、
三
字
に
配
字
し
た
。
上
部
は
文
字
を

大
き
く
、
下
部
は
や
や
小
振
り
に
引
き
締
め
、
そ
の
中
で
も
文
字
の
大
小
に
変

化
を
つ
け
る
こ
と
を
意
識
し
た
。
こ
う
い
っ
た
作
品
は
特
に
率
意
が
大
切
で
、

習
気
が
感
じ
ら
れ
る
と
面
白
み
に
欠
け
て
し
ま
う
。
な
る
べ
く
書
き
込
ま
ず
、

新
鮮
な
気
持
ち
が
薄
れ
る
前
に
書
き
あ
げ
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
。
手
元

に
あ
っ
た
七
枚
の
色
紙
を
す
べ
て
使
い
、
そ
の
中
で
も
比
較
的
伸
び
伸
び
と
爽

や
か
に
書
け
た
一
枚
を
選
ん
だ
。
筆
は
知
人
か
ら
譲
り
受
け
た
李
鼎
和
精
選

「
漢
璧
」、
墨
は
鈴
鹿
墨
の
「
鶯
里
墨
」、
紙
は
以
前
中
国
で
購
入
し
た
扇
面
形

の
色
紙
を
使
用
し
た
。

　

数
年
前
か
ら
小
作
品
を
書
く
機
会
が
増
え
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
こ
れ
ま

で
に
書
い
て
い
な
い
形
式
に
も
積
極
的
に
取
り
組
む
よ
う
意
識
し
て
い
る
。
扇

面
は
形
状
そ
の
も
の
に
動
的
な
要
素
が
あ
り
、
行
書
き
で
あ
り
な
が
ら
散
ら
し

書
き
を
し
て
い
る
よ
う
な
不
思
議
な
感
覚
に
お
そ
わ
れ
た
。

　
「
懐
袖
雅
物
」
は
懐
や
袖
に
忍
ば
せ
た
風
雅
な
品
物
と
い
う
意
味
で
、
中
国
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の
サ
イ
ト
「
百
度
」
に
は
扇
子
の
別
称（

２
）と

あ
る
。
書
に
限
ら
ず
、
詩
や
画
を
創

作
す
る
場
と
し
て
明
代
の
文
人
達
か
ら
愛
好
さ
れ
た
扇
面
は
、
日
本
が
発
祥
で

あ
り
な
が
ら
、
実
用
性
と
芸
術
性
を
備
え
た
中
国
の
伝
統
の
中
で
発
展
し
た
特

殊
な
形
式
で
あ
り
、
文
人
の
文
化
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
る
。
先
人
達
の
扇
面

作
品
を
鑑
賞
す
る
と
、
そ
の
重
み
を
実
感
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
扇
面
を
興

に
乗
じ
て
さ
ら
っ
と
書
け
る
よ
う
に
な
る
の
は
ま
だ
ま
だ
先
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

高
適
「
除
夜
作
」

筆
：
李
鼎
和
精
選
「
漢
璧
」

墨
：
鈴
鹿
墨
「
鶯
里
墨
」

紙
：
中
国
製

サ
イ
ズ
：
本
紙
寸
法
２０．８
㎝
×
46
㎝

色
紙
寸
法
２７．２
㎝
×
４８．４
㎝

【
注
】

（
１
）
虞
和
『
論
書
表
』
に
「
旧
説
羲
之
罷
会
稽
、
住
蕺
山
下
。
一
老
嫗
捉
十

許
六
角
竹
扇
出
市
。
王
聊
問
、
一
枚
幾
銭
。
云
、
直
二
十
許
。
右
軍
取

筆
書
扇
、
扇
為
五
字
。
嫗
大
悵
惋
云
、
挙
家
朝
餐
、
惟
仰
於
此
、
何
乃

書
壊
。
王
云
、
但
言
王
右
軍
書
、
字
索
一
百
。
入
市
。
市
人
競
市
去
。

姥
復
以
十
数
扇
来
請
書
。
王
笑
不
答
。」
と
あ
る
。

　

ま
た
、
北
宋
の
蘇
軾
に
も
扇
面
に
文
字
を
書
い
た
逸
話
が
伝
わ
る
が
、

使
用
し
た
の
は
王
羲
之
と
同
じ
く
団
扇
で
あ
ろ
う
。

（
２
）https://baike.baidu.com
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旅
館
寒
燈
獨
不
眠
、

客
心
何
事
轉
凄
然
。

故
郷
今
夜
思
千
里
、

霜
鬢
明
朝
又
一
年
。

本紙寸法：20.8㎝×46㎝
色紙寸法：27.2㎝×48.4㎝


